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狂犬病ワクチンの予防接種を受けています。その後狂犬病危険動物に咬まれても大丈

夫ですか。

狂犬病ワクチンの添付文書には，曝露後免疫を受けた人が６カ月以内に再咬傷を受けた場合は処置

の必要はない，６カ月以降再咬傷を受けた場合には曝露後免疫を行うとされています。また，厚生労働省の

狂犬病に関するQ&Aでは，次のように示されています。「曝露前のワクチン接種を行っている場合であっ

ても，イヌなどに咬まれて感染した可能性がある場合には，接種初日（０日）と３日後の２回接種をするこ

とになります」

【参考】

　WHOでは，ワクチンを受けた人が，再び咬まれた場合の基準を以下のように設けています。

曝露前免疫後

1年以内…咬まれた日（0日）に1回

2年以内…0日と3日の2回

3年前…0日，3日，7日の3回

狂犬病ワクチンを接種すると，麻痺などの強い副反応があると聞きましたが，大丈夫

でしょうか。

従来のワクチンは動物の脳を原料としてウイルスを培養し，ワクチンを製造していたため脳由来の

神経組織成分の混入で麻痺や死亡などの強い副反応が発症する場合がありました。しかし，昭和55年（1980）

以降は脳を原料としない組織培養ワクチンが開発されましたので，これらの副反応を回避できるようになり

ました。現在は一過性の発熱と局所の反応が知られています。そのため咬傷後の発症予防だけでなく予防的

にも使用されています。


